
平成２０年度　世羅町立大田小学校　自己評価（最終評価　学年末）

【教育目標】

短期経営目標 評価 目標達成のための方策 評価指標 担当分掌 評価評価評価 備　　　　　　　考

・学期末テストで，全国平均点より高い児童
を７５％以上とする。 研修 3 3 3

国語(80.0%)，算数(74.5%)で，両教科とも向上。基礎基
本の徹底と宿題の内容の充実を図る。

・宿題を毎日やりきる児童１００％とする。 研修 3 3 3 平均　96.5%　ほぼ達成。宿題は継続して取り組む。

・授業の７０％以上に「書く」時間を取り入
れる。（教員による評価） 研修 3 3 4

国語・算数の両教科で79.5%。目標を達成したが，「書
く」内容を明らかにて取り組む。

○ことばの教育を充実させ，
結論を先に述べ，理由・根拠
が言える子どもを育てる。

4
・「言語技術」の習得を毎週火曜日のチャレン
ジの時間に実施する。

・「結論を先に述べ理由・根拠が言える。」
児童を８５％以上とする。（教員による評
価）

研修 3 3 3
結論先行で述べる児童(93.6%)，理由をきちんと言う児童(77.5%)，
２つの平均が85.6%で概ね達成した。効果的だった「書く」を継続し
て取り組む。

・全時間の指導案を作成する。
研修 3 3 3

指導案は全時間の90%以上作成できた。来年度は今年度の指導
案をもとに外国語活動の充実を図っていく。

・児童アンケートをとり，「恥ずかしがらず
に英会話ができた」と答える児童の割合を高
める。　（１学期との比較）

研修 ― 3 4

「はい」の積極的な回答が，57.2%から58.9%に伸びた。
「はい」と「どちらでもない」の否定的でない回答は，94.1%
だった。

○学習規律をつける。
　（背筋を伸ばして聞く。
反応して聞く。）

3
・毎時間授業で，姿勢について声かけをする。 ・学期ごとの児童，保護者のアンケートの結

果が向上するようにする。 表現 2 3 4
３学期参観日の結果，児童83%，保護者91%となり，結
果の向上が見られた。アンケートの回答数が少ない。

○地域を知り，地域に親し
み，地域のために行動する
子どもの育成をする。

3
・道徳の時間に各学年で地域についての教材開
発を行い実践する。

・地域の教材化を行った学年の割合を１０
０％にする。  研修（道徳） ― ― 4

全学年で地域を教材化し，実践することができた。

○顔を見て，はっきり笑顔
であいさつをする。

4

・学校月目標や学級の目標にする。 ・生活振り返りカードや保護者のアンケート
で，３学期の結果が春の結果を下回らないよ
うにする。

生活保体 ― 3 4

1学期(94.3%)，２学期(96.5%)，３学期(99.6%)となり，目
標達成。

○一生懸命取り組む子ども
を育てる。 3

・自己目標を設定させ，支援・評価する。 ・自己目標へ向けて「一生懸命取り組んだ」
と答える児童の割合を７５％以上にする。 表現 4 ― 4

88%の児童が肯定的な評価をしており，十分達成し
た。

○大きな口をあけ，生き生
きと歌う。 4

・表現朝会で明確な目標の設定を行い，評価を
工夫する。

・アンケートによる各担任の評価で，肯定的
評価を８５％以上とする。 表現 2 3 3

83%の児童が肯定的な評価をしており，概ね達成し
た。レベルを示して継続指導。

○三点固定の取り組みを進
め，睡眠時間を確保する。 4

・家庭との連携を密にとり，生活振り返りカー
ドの取り組みを進める。

・ほぼ毎日，１～３年は９時までに，４～６
年は１０時までに就寝する割合を７０％以上
とする。

生活保体 4 4 4
1学期(74.1%)，２学期(79.4%)，２月の時点では72.9%
だったが，３月には85.3%となり目標達成。

○「食」に対する意識を高
める。 3

・保健朝会や食に関する研修を行い，食に関す
る意識を高める。

・食に関する保健朝会を年に３回，職員の研
修を２回実施する。 生活保体 3 3 3

食に関する保健朝会を年に９回実施した。職員の研修は１回の
実施であった。次年度は，職員研修の実施と特活での指導を行
う。

○柔軟性を高める。
3
・ジョギング時や体育の時間に柔軟性を高める
運動を取り入れる。

・１学期と３学期に長座体前屈を測定し，記
録が向上した児童の割合を９０％以上とする 生活保体 ― ― 3

記録が向上した児童は73%，まだ不十分であった。（達
成率は86%。）柔軟体操の指導を継続する。

○生活科や総合的な時間に地域と
のふれあいを取り入れ，地域や大
田小の伝統を高める。

4
・地域を題材にしたり，地域の人を招く。 ・地域の人から話しを聞く場を各学年で１年

間に２回以上行い，地域の教材化をする。  研修（総合） 3 3 4
全学年で2回以上の教材化を行った。

○そうじを時間いっぱいだ
まって行う。 3

・そうじの取り組みを学校の月目標や学級の目
標にする。

・生活振り返りカードで，肯定的評価の児童
の割合を９０％以上とする。 生活保体 2 3 3

87.8%で目標達成には一歩届かず。(97.6%の達成率)
次年度の重点指導項目として継続指導。

○中学校との連携を密にと
り，学力の向上や生徒指導
を充実させる。

3
・中学校の先生を招いたり，児童が中学校に
行ったりして交流する機会を設ける。

・中学校との交流の機会を昨年より増やす。
　（昨年度は１回） 教務 3 3 4

週に1度の生徒指導主事連携の継続。
オープンスクール・小中合同のクリーン大作戦の実施。

○学校から情報を積極的に
発信し，開かれた学校づく
りを推進します。

4
・学級・学年・学校便りやホームページによる
情報発信を行う。

・ホームページを月１回以上更新する。
 研修（情報） 2 3 3

9月以降は，月に１回以上更新した。次年度は，ホー
ムページのアクセス数を目標にする。

★適正な加配等の活用と教
育課程管理を行う。 4

・少人数指導の実績簿の毎日確認。週案・実績
簿・出席簿の適正な記入と整合性を毎週確認。

・各教科の年間標準時数をクリアする。小６少人
数指導を計画通りに実施する（時数・形態）。 教務 ― 3 4

計画通り実施しており，標準時数，指導形態とも適正
に行っている。　　　　　　　　（※３学期に項目追加）

　　　めざす子ども　　　○あいさつ　　　　　　　　…生活の基本
　　　めざす教職員　　　○姿勢（学習規律，服装）　…学ぶ基本
　　　めざす学校　　　　○一生懸命　　　　　　　　…生き方の基本

　　評価　　　　４＝十分達成（１００％）　　　　３＝概ね達成（７５％～９９％）　　　　　２＝まだ不十分（５０％～７４％）　　　　１＝目標・方策の見直し（５０％未満）
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徳

◎表現活動を充実さ
せ，感性豊かな子ども
を育てます。

◎一生懸命取り組むこ
とで，夢をもつ子ども
を育てます。

◎挨拶のできる子を育
てます。

体

◎食育の推進を図り
ます。

◎体力づくりに取り
組みます。

知
・
徳
・
体
の
基
礎
・
基
本
の
徹
底

◎基礎学力の徹底を
図ります。

◎ことばの力，論理
的思考力を育てま
す。

◎英語活動を行い，
コミュニケーション
能力を高めます。

◎学習規律と家庭学
習の定着を図りま
す。

知

大きな夢をもち，心豊かにたくましく生きる子どもの育成
歴史と伝統を引き継ぎながら，子どもたちにしっかりとした学力（知・徳・体）を身に付けさせます（継承と発展）

２
学
期

最終評価

◎大田小学校の伝統
をさらに高
　めます。

◎小中連携を推進し
ます。

◎開かれた学校にし
ます。

１
学
期

・英語活動についての研修を５回以上行う。
・HRTが指導案作りをする。

○英語を使って他者と関わ
りあう活動を通して，コ
ミュニケーション能力の育
成を図る。

中期経営目標
○国語・算数の学習内容定
着の徹底を図る。

・国語・算数の基礎・基本の定着のため毎日
　宿題を出し，学習内容の定着を図る。

・国語・算数の授業では，「書く」ことを取り
入れて，考える場を設ける。


